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二
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
、
個
別
共
同
研
究
「
佐

倉
連
隊
と
地
域
民
衆
」
は
、
生
活
史
を
軸
に
「
軍
隊
と
地
域
」
と
の
関
わ
り
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
に
し
て
い
た
。
そ
れ
は
私
の
理
解

に
よ
れ
ば
、
軍
隊
と
は
召
集
・
訓
練
・
出
征
・
戦
闘
・
帰
還
（
復
員
と
死
）
の
プ
ロ

セ

ス

を
不
断
に
再
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
何
よ
り
も
こ
の
過
程
で
露
出
す
る

戦
闘
集
団
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
軍
隊
は
特
有
の
生
活
集

団
と
し
て
の
側
面
も
併
せ
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
集
団
自
体
が
「
人
間
」
に
よ
つ

て

担

わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
集
団
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
真
空
地
帯
」
に
象
徴

さ
れ
る
「
非
人
間
的
」
側
面
を
不
可
避
的
に
伴
い
な
が
ら
、
日
常
の
生
活
が
持
続
し

て

い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
生
活
集
団
と
し
て
の
軍
隊
を
主
題
化
し
よ
う
と
す
る
と
、
具
体

的
事
実
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
研
究
史
的
空
白
に
直
面
す
る
こ
と
に

な
る
。
近
年
、
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
兵
士
像
を
描
き
出
す
試
み
が
よ
う
や

く
始
ま
っ
た
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
兵
士
は
、
毎
日
、
朝
起
き
て
か
ら

夜
寝
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
、
何
を
身
に
付
け
、
何
を
食
べ
、

ど
の
よ
う
な
場
所
に
暮
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
休
日
に
は
ど
こ
に
で
か
け
、
ど

ん

な
過
し
方
を
し
て
い
た
の
か
等
々
。
こ
れ
は
内
地
で
訓
練
し
て
い
る
時
だ
け
で
な

く
、
「
天
皇
の
軍
隊
」
と
し
て
外
地
に
出
征
し
て
か
ら
も
同
様
で
あ
る
。
外
地
に
お

け
る
皇
軍
兵
士
の
残
虐
行
為
に
関
す
る
関
心
は
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
抗
争
と
も

か

ら
ん
で
、
重
要
な
主
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
私
に
は
か
つ
て
、

あ
る
批
評
家
が
の
べ
た
「
人
は
理
念
に
よ
っ
て
残
虐
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
う
言
葉
が
、
い
ま
で
も
こ
の
問
題
を
考
え
る
根
底
に
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
生

活
史
と
は
、
単
な
る
衣
食
住
の
素
朴
な
事
実
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
内
在
す
る
同

時
代
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
領
域
だ
か
ら
で
あ
る
。

皿
　
も
ち
ろ
ん
こ
の
大
き
な
主
題
が
、
こ
の
共
同
研
究
だ
け
で
究
明
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
私
は
こ
う
し
た
問
題
関
心
を
持
ち
な
が
ら
こ
の
共
同
研
究
に
参
加
し
、
特

に
昭
和
戦
前
期
の
佐
倉
連
隊
と
地
域
の
人
び
と
と
の
具
体
的
関
わ
り
の
一
端
を
考
え
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て

き
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
資
料
紹
介
は
、
何
よ
り
も
事
実
の
確
定
を
心
掛
け
て

収
集
し
、
文
書
資
料
と
三
年
間
に
わ
た
る
聞
き
書
き
に
と
っ
て
構
成
さ
れ
た
現
段
階

で
の

中
間
報
告
で
あ
る
。
特
に
こ
の
通
称
「
町
並
み
グ
ル
ー
プ
」
と
自
称
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
在
佐
倉
近
在
に
住
む
市
民
の
方
々
で
あ
り
、
こ
の
方
々

の
熱
心
な
調
査
・
研
究
活
動
な
く
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
に
さ
え
、
集
約
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
う
し
た

「
市
民
参
加
」
の
調
査
・
研
究
と
そ
れ
を
基
盤
に
し
た
展
示
へ
の
架
橋
と
い
う
課
題

は
、
特
に
現
代
史
・
現
代
展
示
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
今
回

は

そ
の
一
つ
の
実
験
と
い
う
意
図
を
も
併
せ
も
つ
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
今
回
、
紹
介
す
る
資
料
は
、
大
き
く
は
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

　
ま
ず
第
一
は
、
軍
隊
に
と
っ
て
地
域
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
か
と
い
う
観
点

で

あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
別
項
で
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
何
よ

り
も
徴
兵
関
係
事
務
の
円
滑
化
や
銃
後
遺
家
族
の
援
護
な
ど
と
い
う
戦
争
遂
行
上
の

至
上
命
令
に
沿
っ
て
、
詳
細
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
る
。
現
在
、
残
さ
れ
て
い
る
「
兵

事
関
係
文
書
」
な
ど
の
公
文
書
は
、
い
わ
ば
職
務
と
し
て
の
戦
争
遂
行
事
務
処
理
へ

の

隠
れ
た
熱
情
と
そ
の
無
機
質
な
ル
ー
テ
ィ
ン
化
を
表
示
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
そ
の
た
め
前
述
し
た
よ
う
な
、
軍
隊
内
の
生
活
の
デ
ィ
テ
ー
ル
は
、
ほ

と
ん
ど
姿
を
現
し
て
こ
な
い
。
た
と
え
ば
、
軍
隊
で
消
費
し
た
米
や
野
菜
や
魚
な
ど

は
、
ど
の
地
方
の
ど
の
業
者
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通
っ
て
納
入
さ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
そ
の
業
者
選
定
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
や
プ
ロ
セ
ス
が
介
在

し
た
の
か
等
々
に
関
す
る
資
料
を
見
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　

た
だ
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
佐
倉
連
隊

と
佐
倉
の
町
と
の
関
わ
り
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的

に

は
、
毎
年
の
徴
兵
検
査
の
時
に
多
く
の
入
営
兵
が
、
家
族
な
ど
の
付
き
添
い
を
伴
っ

て
、
こ
の
佐
倉
の
町
に
集
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
と
き
ど
の
地
方
出
身
の

入
営
兵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
宿
舎
に
泊
ま
る
か
を
詳
細
に
指
示
し
た
記
録
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
、
佐
倉
の
町
に
は
そ
の
よ
う
な
宿
舎
が
ど
の
よ
う

な
規
模
で
存
在
し
た
か
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
宿
舎
は
、
資
料
を
み
れ
ば
す
ぐ
わ

か

る
よ
う
に
、
宿
屋
（
旅
館
）
に
限
ら
ず
、
料
理
屋
・
飲
食
店
な
ど
が
「
総
動
員
」

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
資
料
は
、
現
在
、
千
葉
県
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
千
葉
県
山
武
郡
源

村
文
書
の
な
か
に
あ
る
『
兵
事
関
係
文
書
綴
』
で
あ
り
、
こ
の
簿
冊
資
料
に
は
ほ
ぼ

毎
年
、
佐
倉
連
隊
区
司
令
部
か
ら
発
せ
ら
れ
る
「
入
営
兵
並
附
添
人
二
対
ス
ル
指
定

旅
舎
ノ
件
通
牒
」
と
い
う
文
書
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
「
歩
兵
第
五
十
七
聯
隊
入
営

兵
拉
附
添
人
宿
舎
割
表
」
と
い
う
詳
細
な
割
当
表
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
昭
和
戦
前
期
の
変
化
を
見
る
た
め
も
あ
り
、
以
下
の
4
点
を
収
録
し

た
。

1
　
佐
倉
連
隊
区
司
令
部
「
歩
兵
第
五
十
七
聯
隊
入
営
兵
拉
附
添
人
宿
舎
割
表
」
、

千
葉
県
源
村
『
昭
和
二
年
兵
事
関
係
文
書
綴
』

2
　
佐
倉
連
隊
区
司
令
部
「
内
地
部
隊
入
営
兵
二
封
ス
ル
示
達
事
項
等
送
付
ノ
件
」
、

　
同
「
歩
兵
第
五
十
七
聯
隊
入
営
兵
宿
舎
割
表
（
於
佐
倉
町
）
」
、
千
葉
県
源
村
『
昭

和
十
三
年
兵
事
関
係
文
書
綴
』

3
　
千
葉
連
隊
区
司
令
部
「
昭
和
十
五
年
十
二
月
入
営
兵
二
封
ス
ル
示
達
事
項
等

　
送
付
ノ
件
通
牒
」
、
同
「
昭
和
十
五
年
十
二
月
入
営
兵
宿
舎
割
及
輸
送
計
画
表

　
　
千
葉
連
隊
区
」
、
千
葉
県
源
村
『
昭
和
十
五
年
兵
事
関
係
文
書
綴
』

4
　
千
葉
連
隊
区
司
令
部
「
昭
和
十
七
年
一
月
東
部
第
六
十
四
部
隊
入
営
兵
宿
舎

　
割
表
」
、
千
葉
県
源
村
『
昭
和
十
六
年
兵
事
関
係
文
書
綴
』

　
資
料
番
号
1
の
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
「
宿
舎
割
表
」
は
こ
の
時
期
に
お

い

て
、
最
も
詳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
典
型
例
と
し
て
収
録
す
る
。
こ
こ
で
は
、

宿
泊
人
員
に
付
き
添
い
の
「
官
公
吏
」
（
村
役
場
の
職
員
な
ど
）
や
「
附
添
人
」
（
家

族

な
ど
）
の
人
数
ま
で
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
旅
館
・
宿
舎
毎
に
、
ど
の
地
方
か
ら
き

た
か
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
以
後
、
簡
略
化
さ
れ
、
日
中
戦
争
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勃
発
後
の
一
九
三
八
年
で
は
、
出
身
町
村
は
列
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
は

も
は
や
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
根
拠
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
日
中
戦
争
以
後

の
戦
争
の
全
面
化
に
伴
い
、
徴
兵
事
務
の
膨
大
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
佐
倉
町
内
の
旅
館
を
中
心
と
す
る
宿
泊
場
所
は
、
記
載
が
残
さ
れ

て

お
り
、
そ
の
推
移
を
た
ど
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
続
い
て
　
九
四
〇
年
、

四
一
年
の
「
宿
舎
割
表
」
を
収
録
し
た
の
は
、
今
回
の
共
同
研
究
に
お
い
て
は
、
佐

倉
連
隊
と
地
域
の
関
係
を
、
一
応
、
一
九
四
〇
年
前
後
の
時
点
で
切
っ
て
見
た
い
と

い
う
構
想
を
立
て
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
「
紀
元
二
千
六
百
年
祭
」
の

時
期
で
、
同
時
に
日
米
戦
争
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
戦
前
期
の

い

わ
ば
集
約
的
な
姿
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

第
二
の
資
料
群
は
、
地
域
に
と
っ
て
軍
隊
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
か
と
い
う

観
点
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
九
四
〇
年
前
後
の
時
期
を
設
定
し
、
現
在

可
能
な
限
り
で
当
時
の
佐
倉
の
町
並
み
を
復
元
し
た
。
佐
倉
の
町
並
み
に
つ
い
て
は
、

す
で

に
松
井
天
山
（
画
）
「
千
葉
県
佐
倉
町
鳥
敵
」
（
昭
和
参
年
六
月
拾
壱
日
写
生
）

と
い
う
す
ぐ
れ
た
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
は
今
風
に
い
え
ば
、
同
時

代
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
で
あ
り
、
地
形
、
道
幅
な
ど
を
自
由
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し
な
が

ら
、
一
軒
一
軒
の
家
、
商
店
、
役
所
、
学
校
、
寺
な
ど
を
詳
細
に
書
き
込
ん
だ
も
の

で

あ
る
。
今
回
の
共
同
研
究
で
は
、
こ
の
資
料
や
、
前
述
の
佐
倉
連
隊
区
、
千
葉
連

隊
区
の
公
文
書
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
主
に
は
膨
大
な
人
び
と
の
聞
き
書
き
を

ベ

ー
ス
に
、
こ
の
復
元
作
業
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
佐
倉
第
五
七
連
隊
（
現
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
の
坂

を
下
っ
た
左
右
一
体
の
地
域
で
あ
る
田
町
地
域
（
片
町
、
両
町
）
、
及
び
海
隣
寺
坂

を
の
ぼ
っ
た
海
隣
寺
、
並
木
町
を
対
象
に
、
地
図
で
復
元
す
る
こ
と
（
担
当
、
篠
丸

頼
之

氏
、
黒
川
和
夫
氏
）
。
第
二
に
、
並
木
町
に
続
く
新
町
か
ら
、
東
は
上
町
、
二

番
町
、
仲
町
、
西
は
練
兵
所
（
現
佐
倉
中
学
）
ま
で
の
町
並
み
を
追
い
、
さ
ら
に
東

に
む
か
っ
て
は
、
宮
小
路
か
ら
裏
新
町
、
肴
町
、
そ
し
て
間
の
町
あ
た
り
ま
で
を
復

元

す
る
こ
と
（
担
当
、
塚
本
良
子
氏
）
。
そ
こ
を
越
え
た
本
町
方
面
や
、
現
在
の
J

R
佐
倉
駅
周
辺
に
は
、
手
を
広
げ
な
い
方
針
を
立
て
た
。
こ
こ
に
収
録
し
た
二
種
類

の
地

図
は
、
そ
の
町
並
み
を
、
現
在
の
地
番
を
ベ
ー
ス
に
、
当
時
に
お
い
て
営
ま
れ

て

い

た
多
様
な
商
店
の
種
類
と
と
も
に
鮮
明
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
「
佐
倉
連
隊
と
地
域
民
衆
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
と
っ
て
重
要
な
の

は
、
こ
う
し
た
町
並
み
に
表
示
さ
れ
る
人
び
と
の
暮
ら
し
が
、
い
か
に
軍
隊
と
関
連

し
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
佐
倉
お
茶
の
間

風
土
記
』
と
い
う
聞
き
書
き
集
に
よ
っ
て
、
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
本
に
も
誤
り
が
散
見
し
、
特
に
一
九
四
〇
年
前
後
と
い
う
時
期
的
限
定
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
に
正
確
な
実
態
を
復
元
す
る
か
は
お
お
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で

は
、
一
方
で
こ
の
本
を
一
つ
の
ベ
ー
ス
に
お
き
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
現
存
す
る

市
民
の
方
々
の
聞
き
書
き
（
こ
れ
に
も
相
互
に
矛
盾
す
る
記
憶
が
複
合
し
て
い
る
が
）

を
活
用
し
、
こ
う
し
た
根
拠
が
明
示
さ
れ
る
限
り
、
一
軒
一
軒
の
商
店
な
ど
と
佐
倉

連
隊
と
の
関
わ
り
を
記
す
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
軍
隊
と
い
う
員
数
的
生
活

世
界

に
と
っ
て
、
ボ
タ
ン
、
襟
章
、
靴
下
、
下
着
な
ど
の
小
物
を
売
る
商
店
は
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
印
章
や
写
真
屋
な
ど
も
、
こ
の
巨
大
な
官
僚
制
社
会
に
と
っ

て

重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
料
亭
、
菓
子
屋
、
土
産
物
屋
な
ど
が
極
め
て
多
く
、
こ
れ

は

軍
隊
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
た
部
分
で
あ
り
、
同
時
に
そ
こ
に
は
、
馬
で
通
勤

す
る
上
級
将
校
と
一
般
の
兵
士
と
の
画
然
た
る
区
別
が
存
在
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
連
隊
内
の
酒
保
な
ど
に
収
め
る
、
酒
、
そ
ば
、
菓
子
や
パ
ン
な
ど

の
食
料
品
や
野
菜
、
帽
子
な
ど
の
衣
料
品
な
ど
の
物
資
を
通
し
た
、
軍
隊
と
地
域
と

の
密
接
な
関
わ
り
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
軍
隊
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
探
求
す

る
課
題
は
継
続
す
る
が
、
以
上
の
二
つ
の
観
点
か
ら
の
資
料
紹
介
に
よ
っ
て
、
中
間

報
告
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（二
〇

〇

五
年
七
月
一
日
受
理
、

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

二
〇

〇
五
年
七
月
一
五
日
審
査
終
了
）
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［昭和戦前期における第五七連隊と佐倉の町並み］・・…安田常雄

［広町・両町

◎印　解説あり
　　（吹き出し用）

⇔

橋

鹿　　＼

橋＼＼

田河
屋岸

働靹働。）

　940ときわ屋（料理＞

　93●原明
　　　○［早津鉄工場（鍛冶や）］

　　　○［兼坂靴屋］

　89　0［春月堂（パン・菓子）］

88　0今井油屋
87◎こ大橋菓子屋］
85　　0石塚呉月艮店

　　　大

曝黍水

　　　　　　　　　　　　　　　810　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　雑

　　　　　　　　　　　　　　　　　屋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋屋

　　　　　　　　　　　　　　　○［宇津木床屋］
　　　　　　　　　　　　　80◎［常盤タクシー］

　　　　　　　　　　　　790日の出屋（料理）
　　　　　　　　　　　　78　0［栄華亭（支那ソバ刀
　　　　　　　　　　　　770［山下菓子屋（駄菓子）］

　　　　　　　　　　　760匪三
　　　　　　　　　　　76　◎［鶴田商店（印鑑・土産）］

　　　　　　　　　　75　0内田タバコ屋

資料狂一1　｛左倉（田町海隣寺’並木）町並推定図（19⑳年頃）
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ll

゜

㍗
7
　
　
7
0
0
［
カ
ブ
丁

土
屋
床
屋

0
69

　
　
店
ー

ポバ

堰゚
69

囲
鶴

　　　　　　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
36

［谷田部写眞館］◎37
　　　　　　　　　　68
［植松タバコ屋］◎38
　　（土産物も）　　　67

　　　　　　　　　66

［吉岡洗濯屋］04165

←愛宕神社

　　　　　［勝股］●

　　　（將校下宿）

　　［武揚堂書店］○

［越後屋（だんご）］○

萩原たたみ屋〇

　三門呉服屋○
　　　（行商）

　おっぺし屋◎

　鈴木古物屋○

藤川本店（酒）○

42

43

4459

　5745

47

49

50

56

5155

　28
4329
4031

　32
3933
3834

　34

○中村飲食店

○飯島古物商
　ほていや古美術
○［園原文房具屋］

○金登嘉（料理）

驚“

●［笠川（下宿屋）］

○［大川洗濯屋］

○［中川軍服店（仕立）］

○［木村仏具店］

◎［鈴木商店］

○

岡
田
八
百
屋

田町

○レンガ亭食堂　　　海隣寺町

○中川履物屋
○［柳田洋服店］

○［坂本菓子屋（大福）］

〇三河屋（仕出し料理）

○だいもん染物屋

←陸軍墓地

○秋山とうふ屋

●鈴木

トンネル
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［海隣寺・並木］

←陸軍墓地

←海隣寺境内

＼．

　↑

海隣寺

斉藤氏（粉長）●

西郡麹屋○

三河屋（菓子屋）○

57

5931

並木町
　↓ 　　　　焼芋屋〇

　　　　八百屋○

　　及川金物店○
　　　青柳瓦屋○

　　　斉藤靴屋○
　　　　　魚屋○
　　山田材木店○
今月堂（菓子屋）○

　　鈴木帽子屋○

　　　　中川氏●
　　　　八百屋○

　31

　31
169
11929

118

28
2430
24

○駄菓子屋

○海保洋服店（軍服）

○佐藤内科（医院）

◎高科商店（酒、薪炭）

○水島商店

○片岡米屋

○沢谷仕立屋

○菓子屋

○寺田理髪店

○車屋

○自転車屋

○天ぷら屋

並木町
　↓

佐藤印刷所○

高橋洋服店○

　　　　　●

　神田魚屋○

24

　19

12

○［柿内商店］（除隊土産）

○洋服仕立屋
●

○池田助産婦
○［鹿熊商店］

　石井建具屋○

大野自転車屋○
　　　　種屋○
　　靴修理店○

　　荒井茶葉店○

　　大正堂書店○

　　塚本時計店○

　　　大和鮨屋○

　高山小間物屋○

　　内田屋旅舘○

　　洋月艮修理屋○

片岡せともの屋○

14

8

7

2

2

10 ○篠崎医院

●野本宅

　○若竹屋商店
　○大川米屋
　○
　○大津屋（ピーナッツ）3

　0川名部大工3
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［片
町
］

〇
一
一
九
番
地
‥
勝
間
田
金
治
氏

　
　
　
吉
田
屋
河
岸
の
船
着
場
に
揚
る
近
郷
の
米
、
野
菜
等
の
積
荷
の
管
理
を
し
て

　
　
　
い
た
。
荷
揚
げ
さ
れ
た
物
は
連
隊
に
も
納
入
さ
れ
、
鹿
島
川
の
水
運
は
重
要

　
　
　
な
輸
送
手
段
で
あ
っ
た
。

○
＝
五
番
地
‥
小
林
う
な
ぎ
屋

　
　
　
昭
和
十
五
年
前
後
、
田
町
に
は
飲
食
店
が
一
五
軒
前
後
あ
っ
た
が
、
「
う
な

　
　
　
ぎ
」
専
門
店
は
こ
の
店
の
み
。

　
　
　
印
旛
沼
の
天
然
う
な
ぎ
を
店
先
で
焼
い
て
、
奥
の
座
敷
で
客
に
供
し
た
。

　
　
　
美
味
そ
う
な
匂
い
に
さ
そ
わ
れ
て
、
休
日
は
外
出
し
た
兵
隊
さ
ん
で
賑
っ
た

　
　
　
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〇

八
七
番
地
　
大
橋
餅
菓
子
屋

　
　
　
当
時
佐
倉
に
は
餅
菓
子
、
駄
菓
子
、
パ
ン
等
を
扱
う
菓
子
店
が
多
く
、
兵
隊

　
　
　
の

面
会
時
の
土
産
物
な
ど
に
使
わ
れ
た
。
こ
の
店
は
営
門
の
正
面
近
く
に
あ

　
　
　
り
大
い
に
繁
昌
し
た
。

〇
八
二
番
地
一
源
田
商
店

　
　
　
兵
隊
用
の
小
物
を
売
っ
て
い
た
。
ボ
タ
ン
、
襟
章
、
靴
下
、
下
着
等
々
。
「
軍

　
　
　
隊
は
員
数
の
世
界
」
と
言
わ
れ
、
ボ
タ
ン
一
ツ
紛
失
し
て
も
体
罰
が
待
っ
て

　
　
　
い
て

兵
隊
達
は
源
田
商
店
に
馳
け
込
ん
で
、
紛
失
し
た
物
を
揃
え
て
急
場
を

　
　
　
し
の
い
だ
。

〇

八
〇
番
地
　
常
盤
タ
ク
シ
ー

　
　
　
将
校
、
下
士
官
の
外
出
や
、
連
隊
か
ら
佐
倉
駅
へ
の
送
り
迎
え
等
、
主
に
連

　
　
　
隊
を
相
手
に
商
売
を
し
た
。

　
　
　
当
時
、
田
町
に
タ
ク
シ
ー
会
社
は
一
軒
の
み
で
、
仕
事
は
朝
か
ら
夜
ま
で
フ

　
　
　
ル

稼
動
で
あ
っ
た
。

〇
七
六

番
地
‥
鶴
田
商
店

　
　
　
軍
隊
に
深
く
関
わ
っ
た
典
型
的
な
店
。

　
　
　
主

に
、
除
隊
す
る
兵
隊
を
相
手
に
記
念
品
や
土
産
物
を
売
っ
た
。
除
隊
兵
は

　
　
　
故
郷

に
帰
る
と
知
人
や
親
せ
き
に
土
産
物
（
連
隊
名
入
り
記
念
品
）
を
配
っ

　
　
　
た
。
品
物
は
杯
、
手
拭
、
風
呂
敷
、
お
盆
等
様
々
で
あ
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
副
業
と
し
て
印
鑑
を
売
っ
た
。
軍
隊
も
現
在
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
同
様
、

　
　
　
書
類
の
認
可
も
ハ
ン
コ
、
給
料
受
け
取
り
も
ハ
ン
コ
、
全
て
印
鑑
の
世
界
で

　
　
　
あ
っ
た
。

〇

七
一
番
地
一
巴
屋
菓
子
舗

　
　
　
外
観
や

商
品
の
陳
列
棚
な
ど
昭
和
十
五
年
当
時
そ
の
ま
・
の
形
を
残
す
片
町

　
　
　
（
田
町
）
で
唯
一
の
商
店
で
あ
る
。
今
で
も
営
業
し
て
い
る
。

［両
町
］

〇
六
八
番
地
一
保
智
飲
食
店

　
　
　
本
業
は
飲
食
店
で
あ
っ
た
が
同
時
に
名
刺
印
刷
の
看
板
も
あ
げ
て
、
主
と
し

　
　
　
て

将
校
、
下
士
官
に
納
め
て
い
た
。
名
刺
も
、
印
鑑
も
同
様
に
軍
隊
組
織
の

　
　
　
中
で
必
需
品
で
あ
っ
た
。

〇
五
七
番
地
　
鈴
木
商
店

　
　
　
戦

前
か
ら
地
元
の
酒
、
食
料
品
の
店
と
し
て
繁
昌
し
、
連
隊
に
酒
類
を
納
め

　
　
　
て
い
た
。

　
　
　
連
隊
内
で
は
酒
保
や
、
会
合
等
で
酒
類
の
需
要
が
多
か
っ
た
。

〇
五
七
番
地
‥
稲
垣
車
屋

　
　
　
人
力
車
数
台
で
商
売
し
、
佐
倉
町
内
を
中
心
に
重
要
な
交
通
手
段
と
し
て
、

　
　
　
人
気
が
あ
っ
た
。

　
　
　

タ
ク
シ
ー
が
少
な
か
っ
た
時
代
、
兵
隊
さ
ん
も
外
出
の
折
、
利
用
し
た
こ
と

　
　
　
で
あ
ろ
う
。

〇

四
四
番
地
‥
美
登
家

　
　
　
昭
和
十
五
年
頃
か
ら
終
戦
ま
で
、
田
町
に
は
一
五
軒
前
後
の
料
理
屋
・
飲
食

　
　
　
店
が
営
業
し
て
い
た
が
現
在
は
こ
の
店
だ
け
が
当
時
の
屋
号
で
商
売
を
続
け
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て

お
り
店
構
え
も
、
昔
の
小
料
理
屋
の
雰
囲
気
を
残
し
て
い
る
。

〇
三

八
番
地
一
植
松
正
義
宅
（
タ
バ
コ
屋
）

　
　
　
昭
和
以
前
の
建
物
。
茅
葺
き
屋
根
に
、
入
口
の
腰
唐
戸
（
上
半
分
ガ
ラ
ス
の

　
　
　
入
っ
た
引
戸
）
は
昔
の
店
舗
の
形
を
見
事
に
残
し
て
い
る
。

　
　
　
引
戸
を
開
け
る
と
土
間
の
先
の
板
敷
に
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
タ
バ
コ
を
並
べ

　
　
　
て
売
っ
て
い
た
。

　
　
　
タ
バ
コ
の
他
に
除
隊
土
産
も
扱
っ
て
い
た
。

　
　
　
ま
た
、
植
松
氏
は
母
屋
の
裏
に
三
部
屋
続
き
の
家
を
建
て
て
、
下
士
官
に
自

　
　
　
炊
付
き
の
下
宿
部
屋
を
貸
し
て
い
た
。

〇
三
七
番
地
‥
谷
田
部
写
真
館

　
　
　
村
松
写
真
館
と
共
に
、
地
元
の
写
真
館
と
し
て
連
隊
と
深
く
か
か
わ
っ
た
。

　
　
　
連
隊
の
行
事
、
入
隊
、
除
隊
時
の
記
念
写
真
、
家
族
の
面
会
写
真
等
々
、
多

　
　
　
く
の
記
録
を
残
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
谷
田
部
家
で
は
一
時
期
、
高
級
将
校
（
少
佐
）
が
ま
か
な
い
付
き
で

　
　
　
下
宿
し
、
朝
夕
、
従
卒
が
馬
を
引
い
て
送
り
迎
え
を
し
た
。

○
海
隣
寺
三
四
番
地
‥
料
亭
花
月

　
　
　
格
式
の

高
い
料
亭
と
し
て
繁
昌
。
連
隊
幹
部
も
度
々
利
用
し
た
。
宴
席
を
取

　
　
　
り
持
つ
仲
居
さ
ん
も
数
人
居
た
ら
し
い
。
現
在
広
い
敷
地
は
空
地
に
な
り
当

　
　
　
時
の
建
物
は
影
も
形
も
な
い
。

○
海

隣
寺
三
九
番
地
　
お
っ
ぺ
し
屋

　
　
　
「
お
っ
ぺ
す
」
と
は
こ
の
地
方
の
方
言
で
「
押
す
」
と
い
う
意
味
。
当
時
海

　
　
　
隣
寺
坂
は
田
町
か
ら
佐
倉
の
市
街
地
に
入
る
唯
一
の
道
で
あ
り
、
た
く
さ
ん

　
　
　
の

荷
物
を
積
ん
だ
大
八
車
や
牛
車
は
上
り
切
る
の
に
苦
労
し
た
。
そ
れ
を
坂

　
　
　
の

下
で
待
ち
う
け
て
車
の
尻
を
押
し
た
人
が
「
お
っ
ぺ
し
屋
」
で
あ
る
。

　
　
　
終
日
車
を
押
す
こ
と
で
商
売
に
な
っ
た
。
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国立歴史民俗博物館研究報告

　第131集2006年3月

番地 昭和15年頃 戦時中の様子など 提供者

横町東1 染草屋 文久元年の酒鑑札　明治34年まで酒造 チ

酒、薪炭、食料品 配給制度まで米販売（その後　闇米も販売） 酒井

3 紅屋精肉店 明治29～32年憲兵隊屯所の記載 チ

4 八街合同KK

5 松井葬儀社 チ

6 田中菓子店 昭和10年田町山下菓子店より分店 チ

7 印旛食堂

8 野口時計店 明治中期～昭和30年代まで チ

9 国友倉庫 明治山本写真館　大正帝国貯蓄銀行 チ

上町北10 大和田ずし

矢沢自転車店

1
1 毛塚呉服店 広いので将校が泊っていたと思う。 酒井

12 同洋品部 明治～昭和32年まで毛塚　現両総信金

13 甘泉堂菓子店（酒井） 日曜下宿、東京の人が1人、部屋を貸すだけだった。福井部隊の時

3人が泊っていた。食事・風呂の世話をした。休日には兵隊が店に

来て餅菓子・大福などを食べて休んでいた。

木村屋（222）の下請けで天長節・紀元節などのお祝い菓子を作って

連隊に納めていた。星型の紅白の落雁で（たぶん祝の印を押した）

白い紙に包んで、大きな木箱に入れて納めた。子供だった酒井さん

は、お菓子と一緒に荷馬車に乗って裏門から連隊に入った。これは

大正終り～昭和始か。戦争末期にはお葉子の材料も手に入らなく
なった。木村屋のかたパン・味噌パンは美味しかった。

酒井

14 回生堂吉崎医院

15 高橋靴店 大正頃か　連隊で靴の修理をしていたと聞いた。

16 下宿屋　大和田 元郷宿万屋　明治吉田元治郎　大正頃軍人下宿、馬で送迎していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年～千葉銀行

吉田

17 第百銀行佐倉支店 明治　吉田伝左衛門　大正　立派なお庭で連隊長が泊っていた。
昭和12年～第百銀行（210より移転）昭和18年～三菱銀行　昭和26年～千葉銀行　空襲の時など兵隊が屋上にいた。

吉田

18 商人宿市川 元郷宿釘屋　大正頃か離れに特務曹長夫婦が下宿していた。 吉田

昭和頃は商人が泊っていた。 酒井

20 貸屋　吉田

22 大久保ブリキ店

23 藤代歯科医院

27 新井ストック（既製服） 息子さんが戦死されたと聞いた。 酒井

28 池谷自転車店

3
1 升倉屋酒店

二番町北 水路

32 鎌倉屋コンニャク店

35 栗林足袋店

至京成駅道路 昭和3年開通

36 数屋八百屋

36 勝又畳店

38 中井せともの店

39 更生堂パン店 昭和18年頃まではパンを焼いて売っていた。 高石

40 煙草専売局出張所 現41番まで市営駐車場となる。
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［昭和戦前期における第五七連隊と佐倉の町並み］……安田常雄

番地 昭和15年頃 戦時中の様子など 提供者

41 郡役所入り口道路 元郷宿幸手屋明治から奥に郡役所平成11年まで印旛支庁入口道路

昭和20年空中戦をしていた飛行機から弾が飛んできて、1人死者が

出た。連隊からトラックが来て乗せて行った。そばの木に昭和25年

頃まで血痕が残っていた。役所の倉庫が全壊、役所の建物にも被害

があった。各家に防空壕はあったが小さいもので、郵便局の壕に入

れてもらったこともある。B29が酒々井の伊篠地区の山中に落ちた

時、上空を旋廻しているのを皆で見ていた。

高石

42 菊水堂理容店（高石） 文政よりの店

将校が頭を刈りに来る事があった。昭和17、8年頃将校と家族が下

宿をしていた。兵隊が馬で送り迎えをしていた。新町の店は昭和18

年頃まではパン屋、菓子屋、食堂もやっていたが20年頃になると、

人手も材料もなくなった。町で馬車はあまり見なかったが、牛車が

米、野菜、下肥などを運んでいるのを見た。

高石

43 佐倉郵便局 明治7年～昭和31年まで局。昭和51年スーパーマーケットが出来、

町並みが変わる。

チ

明治～昭和46年電報電話局

仲町北

44 電信部資材置場

45 佐倉町農業会事務所 大正12年頃まで小堀呉服店。昭和初年まで倉が残っていた。 チ・酒井

小堀の土蔵に憲兵が下宿をしていた事がある。 吉田

46 石井洋服店 軍服・礼服仕立 チ・吉田・酒井

47 石井洋服店 現空地

48 今井 ～昭和初年まで駿河屋呉服店 チ

49 篠原印房 元郷宿油屋か

福井部隊の時兵隊が5人位割り当てられて泊っていた。朝夕の食事
の世話も家でしていた。野菜など支給された。兵隊が練兵場で拾っ

た鉄砲弾の中を鍛冶屋でくり抜いてもらい、木を埋め込んで判を
彫って欲しいと何人も頼みにきた。記念にする為か。現在「木村」

と彫った印が残っている。

「近衛第4連隊歩兵」「第一師団工兵除隊記念」と記されたものなど、

陶器の美しい盃が数個ある。

篠原

中尾余入口道路

50 小沢印刷

51 辻 明治～昭和初年まで瀬戸物屋 チ

52 斉田紋店

53 花島経師屋

54 昭和タクシー 戦後、宮小路にあった木川写真館がここに移転 チ

54 外山駄菓子店

55 秋田菓子店 戦後、牛乳店 チ

56 井坂屋ブリキ店

57 星屋下駄店
｝

至京成駅通路 昭和3年開通

59 宮下歯科医院

62 銅重ブリキ店（北詰） 家は寺の屋根葺きの仕事をしていたが、戦中は連隊で仕事をしてい

た。私は学徒動員で木更津の海軍航空廠の寮にいた。

近所の家のほとんどに兵隊が泊っていたと思う。

北詰

63 矢沢時計店

64 花島理髪店

65 中根笹飴店
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66 加瀬足袋武道具店 お父さん足袋、息子さん武道具 酒井

66 米すし

67 大久保鍛冶店

68 和泉屋洋品店 明治～大正初期開花帝寄席 チ

69 大木歯科医院

70 阿部靴店 この店の人が連隊の中で靴の修理をしていた。 吉田

71 佐倉町食糧企業組合 昭和15年頃より米の配給制度が始まりここで配給をした。 吉田

新町の中では横町染草屋　仲町吉田　裏町片岡が組合に入っていた。 北詰

最上町入口 北の道沿いに74嶺南寺　78甚大寺　89宗円寺

9
1 いさみや食堂 食事を軍隊や順天堂に納めていた。福井部隊の時は30人位の兵隊が

泊っていた。父が軍用犬を飼育していて、満州にも行ったことがあ

ると聞いた。昭和19年頃まで店をやっていた。（宿割15年）

藤代

92 斉藤

93 円城寺籠屋

小川せんべい店

93 長野

96 とび職

95 渡辺とび職

96 延覚寺

肴町東

101 長谷川理容店

101 市田洋傘店

弥勒町への道路

102 木材屋旅館 兵隊が泊っていた。（宿割2・13・15・17年） 北詰

105 柴田歯科医院

105 数屋八百屋

106 椎名

107 煮しめ屋 豆や佃煮などを引き出しのついた箱に入れて売って歩いていた。美
味しかった。（宿割2・13・15年）

吉田

108 白井

109 半田靴店

110 岩井酒店

111 坂宮

112 佐藤銭湯 戦時中は連隊から上官に引率された部隊がしばしば入浴に来た。 チ

112 堺屋鮮魚店 連隊納めの魚を荷馬車で運んでいた。 チ

113 高橋

間の町北

115 大野屋団子店

120 押尾洋服店

122 伊藤裁縫女学校 戦時中将校宿舎になった。家族持ちは一部屋に住んで縁側で煮炊きをし

ていた。色々な食べ物があった様でうらやましかった。兵隊宿舎にしな

かった裁縫学校は廃校になった。夫は出征中、両親と1歳の子供と住

んでいた。昭和20年7月翌日入営する学生さんと其家族が泊るとこ

ろがなく困っていたので、泊めてあげた。大勢の人が入営の為佐倉に

来ていた。20年頃は入営兵の宿割りはもう無かったのか。（宿割13年）

伊藤雅通母
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丹上板金屋

129 川瀬屋そば店 （宿割13年）

130

間の町南

131

134 藤崎染物店

荒井写真館

135 東電出張所

137 篠田だんご屋

138 現教安寺参詣者用駐車場

道路

肴町南

140 教安寺

146 平山旅館 兵隊が泊っていたと思う。（宿割2・13・15年） 北詰

肴町西

147 坪井 明治上総屋旅館 チ

150 安川

151 谷

152 清水

153 志賀襖作り 元飼葉屋郷宿。現岡谷医院 チ

154 坂宮

156 野中

157 田辺

157 林

158 柳屋食堂

裏新町へ道路

159 実川薪炭食料品店 配給制度前まで米も販売 チ

159 石渡靴店

160 高橋理髪店

161 大川青果店

162 村山鍛冶屋

163 関根大工

仲町南

165 大量館 休日になると外出した兵隊などで満員となった。

大正頃の静か。町の人からはその様な話は聞けなかった。
チ

166 飯島古物商

167 大野表具店

168 富沢大工 平成17年～新町歴史生活史料館

169 桔梗屋そば店

170 吉田 配給制度前まで米・油販売。その後食糧企業組合に勤務。 吉田・北詰

171 石渡玩具店

裏町へ道路

172 和泉屋小間物店 昭和21年ここに千葉銀行開店
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173 同上

174 宮崎

175 高石

176 なるみ食堂 （宿割15・17年）

177 藤崎畳店

178 久居堂文房具店

179 今井

180 梅沢食品雑貨店

181 吉田煎餅店

182 渡辺

183 富田呉服店

仲町南

裏新町へ道路

185 佐倉町農業組合 明治17年～45年佐倉警察署・大正3年～昭和12年佐倉町役場・昭和

40年～47年消防署

186 精米工場・倉庫 平成3年～現在おはやし館

187 播磨屋荒物店

188 小沢代書 昭和20年の東京大空襲により、東京から六千人以上が生命からがら

この町に逃げ込んだ。町の人口は一挙に六千人から一万二千人位に

膨れあがり、裏座敷を借りたり、物置を改造したりして仮住居をし
ていた。当時寄留届を一手に引き受けていたのが小沢さんであった。

チ

189 青果市場消防機庫 明治奈良屋寮　昭和31年～53年郵便局、現図書館 チ

191 大木履物店 映画館大量館主、大正期には連隊に出入りしていた。 チ

192 小川園茶舗

193 小原 小西そば屋　嘉永～昭和初年まで チ

194 タケオタクシー 大正8年頃まで魚市場、関東大震災の時付近の人の避難場所となった。 チ・吉田

連隊に面会に行った家族もタクシーに乗った 吉田

奥に将校が下宿していて、兵隊が出入りしていた。 高石

195 ミオ薬局

196 大橋堂菓子店

197 村山書店

198 真砂食堂 奥に兵隊が泊っていた。

199 安藤（内海屋） 兵隊何人も泊っていた。裏に将校が下宿していた。 吉田・酒井

内海屋の店は大正期はそば、仕出し。戦後は食料品店。戦中は軍人

だったので出征していた。裏の6畳2間に将校が下宿していて、馬
で兵が送迎していた。（宿割2・13・15・17年）

安藤

199 魚乙商店（裏通）

裏新町へ通路

二番町南

202 久家産婆 明治戸長役場

203 宮脇青果店

203 旅館米新 元米屋郷宿　明治14、5年頃歩兵第二連隊長や将校の常宿。 チ

福井部隊の時大勢泊まっていた。本部（？）があり、朝兵隊はそこに

点呼に行ってから連隊に行っていた。（宿割2・13・15・17年）

酒井

204 桜木 元和泉屋郷宿　明治～昭和5年頃まで連隊へ文具を納めていた。 チ・桜木
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205 井口文房具店

207 杉江呉服店 奈良屋が明治42年千葉に移転して後、杉江呉服店となる。 チ

209 印旛タバコ販売組合 207～211現美術館

210 佐倉町役場 明治5年～川崎銀行・大正7年煉瓦造に。昭和2年～川崎第百銀行。
昭和11年第百銀行。昭和12年銀行は新町17に移転、町役場となる。

昭和12～46年町・市役場。現美術館

211 川名部大工

212 藤橋食料品店

裏新町へ道路

上町南

214 山口文房具店

215 佐倉キリスト教会

216 照山

217 富士食堂

219 貸屋

220 成東自動車KK 佐倉成田間等バス運行 北詰

221 吉田 明治吉田梅林堂筆墨商 チ

横浜・甲府・八街の将校が泊っていて、家族が会いに来ていた。家

で朝夕の食事の世話をした。甲府の軍医さんは押し花・魚拓などを

送って呉れた。八街の人は休暇には家に帰った。やがて戦地に行っ

た。福井部隊の時も3人位泊った。

吉田

222 木村屋パン店 明治15年連隊納めの為、銀座木村屋の2号店として佐倉に開店した。

非常食のかたパン・味噌パン・卵パンなどをドイッ釜で父が焼いて

いた。かたパンは楕円型でゴマが入っていた。人が2人寝て入れる

程大きな箱に入れ、裏門から連隊に納入した。酒保に入るには鑑札

が必要だった。祝日や招魂祭のお菓子も作った。平凡社新書に『銀

座アンパン物語』という本がある。

お店に落雁の木型があり、昭和23年と墨書、国旗クロスの画

木村

222 栗田履物店

223 吉田

224 及川大工

225 河合楽器店

226 同上住宅

229 鍋店ストアー玩具店

230 成田薬局

231 大畑足袋店

上町横通

231 大畑足袋店

232 金時食堂

上町裏通

230

228 和泉屋小間物店

227 和泉屋金物店

横町北 麻賀多神社の並び

233 松島床屋

233 石井茶葉店
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233 房州屋そば店

横町西

233 平井酒店

234 藤橋写真館

235 中村そば店 酒保に納めていた。 中村

236 国友金物銃砲店

237 伊藤履物店

238 中山歯科医院

239 ほまれや食堂 連隊御用　金つばを納めていた チ

240 吉田書店

243 宮崎屋洋品店（高橋） 軍隊御用衣料商人（大正期か）　昭和期祖父が連隊に帽子を納めてい

た。父は勤め人で出征していた。

チ・高橋

裏新町南

1 吉沢

川井八百屋 軍隊に野菜納め　大八車で毎日のように連隊に野菜を選んでいた。 チ・吉田・酒井

2 川村彦三 現塚本美術館

道路

25 藤崎雑貨店

26 片岡燃料店 配給制度前まで米も販売

高山化粧品店

57 根本美容院

伊賀

53 青柳

48 胡竹

福島屋卵店 現道路

40 割烹花屋 料理旅館、将校が多く行った。（宿割2’13年） 吉田・酒井

（袋町147） （美濃屋食品店）

（袋町142） （割烹玉家） 料理旅館、下士官が多く行った。 吉田・酒井

（宿割2・13・15・17年）

66 大桜屋鶏肉店 （宿割13・15・17年）

69 河内屋洋食店 （宿割13・15・17年）

橋本大工

72 越川

73 安井酒店

74 山田

関目立屋

75 原 近衛連隊にて出征、昭和20年復員 原

坂上

76 篠塚

76 大木

77 瀬尾青果店 連隊納め、漬物野菜 チ

78 佐倉警察署 現佐倉市倉庫
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宮小路南

無 練兵場

3 追手門跡空堀

3 招魂社敷地予定地 天保7年～成徳書院、明治43年まで旧制佐倉中学、現市民体育館西

半分

12 明治14年～大正9年まで済生堂浜野病院

26 キクヤ質店

道路

28 千葉憲兵分隊佐倉 明治32～昭和20年まで憲兵分隊分遺所 チ

32 分遣所 ここに馬2・3頭がいた。腕章をつけた憲兵さんが廻っていて怖
かった。

酒井

30 加納最中屋

30 細谷精肉店

30 牛玖氷問屋

30 鈴木青果店

30 ヨロズヤ靴店

30 加納屋旅館 国鉄佐倉駅への新道は昭和17年着工、翌年開通した。 チ

道路完成は戦後、加納屋は道路東へ移転した。 岩淵

昭和19年国土地理院空写図ではこの道は完成していない。昭和23年

米軍の空写では開通している。戦時中に着工中断し、戦後昭和23年

頃に完成したと思われる。

塚本

30 木川写真館 道路工事のため店移転。 チ

うるし坂 戦争末期、兵営の裏門から夜中にうるし坂を通って兵隊が出征して

行った。家族が暗い中をうろうろして探していた。靴音がいまも耳

に残っている

宮小路・図司

福井部隊の後、秘密の空気になり、出征の見送りはなくなった。英

霊迎には国鉄の駅に度々行った。白布で包まれた箱に入れられた英

霊は兵に抱かれ、白布を巻いた銃を下向きに持った兵とともに、う

るし坂を通って兵営の正門に向かって行進して行った。

吉田・酒井

戦車もうるし坂の道を通った。 岩渕

宮路北

無 練兵場 明治8年～昭和5年まで連隊司令部。現市立佐倉中学西 チ

子供の頃大正期は、練兵場や病院の傍まで入れたが、だんだん近寄

れなくなった。練兵場に焼夷弾が落ちた事があり怖かった。

酒井

6 菅谷

13 浜野 大正9年まで浜野病院長宅

17 伊藤

19 横田染物店

20 古井日用品店

①提供者欄の、チは『佐倉お茶の間風土記』。それ以外の人名は③の聞き取り協力者を指す。

②（宿割2・13・15・17年）は、前掲資料、佐倉連隊区司令部「歩兵第五十七聯隊入営兵拉附添人宿舎割表」の昭和2年、13年、15年、

　17年の記載を示す。以下同じ。
③聞き取りにご協力下さった方々　敬称略（数字は地番）

　新町13酒井八重子　　　42高石惣一郎　　　49篠原印房　　　　　62北詰栄男　　　96藤代志津江　　122伊藤雅通

　　　161大川煙草店　　170吉田文具店　　199安藤（内海屋）　204桜木喫茶　　221吉田嘉子　　　222木村屋
　　　235中村そば店　　243高橋　宮小路　脇谷智慧　図司　岩淵茂子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚本良子作成
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